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戦中・戦後の記憶

令和2年10月2日金 ～10月11日日
午前10時～午後5時 10月5日月は休室日
※状況により、開催中止あるいは期間短縮とさせていただく場合がありますので予めご了承ください。

開催日時

昭 和 館

入 　 場

無料
盛岡市民文化ホール 展示ホール（マリオス4階） 岩手県盛岡市盛岡駅西通2-9-1会　　場

主催：昭和館、しょうけい館、平和祈念展示資料館　　共催：岩手県、盛岡市
後援：岩手県教育委員会、盛岡市教育委員会、岩手日報社、岩手日日新聞社、盛岡タイムス社、デーリー東北新聞社、読売新聞盛岡支局、

朝日新聞盛岡総局、毎日新聞盛岡支局、産経新聞盛岡支局、共同通信社盛岡支局、ＮＨＫ盛岡放送局、テレビ岩手、ＩＢＣ岩手放送、
めんこいテレビ、岩手朝日テレビ、エフエム岩手、ラヂオ・もりおか、岩手ケーブルテレビジョン

協力：一般財団法人岩手県遺族連合会および一般財団法人日本遺族会第１ブロック

戦中・戦後の岩手県に関連する実物資
料や写真を通し、人々のくらしという
視点から昭和の時代を紹介します。

戦争で傷つき、あるいは病にたおれた
方とそのご家族が戦中・戦後に体験し
たさまざまな労苦を紹介します。

昭和館

しょうけい館

平和祈念展示資料館

▲受傷時にかけていたメガネ

酷寒のシベリアで、過酷な労働と飢えに
苦しみ続けた戦後強制抑留者。その労苦を
伝える資料をキーワードとともに紹介します。

しょうけい館 平和祈念展示資料館
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▲盛岡から出征した兵士が
　抑留中に着ていた防寒服

▲川口光治《坑内切羽》
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くらしにみる昭和の時代
－岩手展－

くらしにみる昭和の時代
－岩手展－

昭 和 館

盛岡駅より東西自由通路（さんさこみち）経由　徒歩3分
バス：盛岡駅前下車、東西自由通路（さんさこみち）経由徒歩３分／盛岡駅西口下車徒歩1分
東北自動車道・盛岡インターチェンジより車で約10分
花巻空港から特急バスで40分
駐車場はマリオス立体駐車場及び盛岡駅西口地区駐車場（屋外）をご利用下さい。
駐輪場についてはマリオスロード高架下にある盛岡駅西口自転車等駐車場（有料）をご利用下さい。

※ご来場の際には、皆さまが安全にご観覧いただけるよう、新型コロナウイルス感染症防止
対策にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。また、混雑した場合には入場
制限を行いますので予めご了承ください。

昭和館（東京・九段下）は、戦中・戦後における国民生活上の
労苦を次の世代に伝える博物館です。本展では、岩手県に関連
する実物資料や写真を通し、人々のくらしという視点から昭和
の時代を紹介します。岩手特設コーナーでは浅野七之助、横田
チエといった、終戦直後の人々の生活を支えた岩手の先人につ
いて紹介します。

昭和館

しょうけい館

平和祈念展示資料館

しょうけい館 平和祈念展示資料館

会場アクセス

お問い合わせ先

〒102-0074 東京都千代田区九段南1-6-1
TEL.03-3222-2577／ FAX.03-3222-2575
https://www.showakan.go.jp

【昭和館】
〒163-0233 東京都新宿区西新宿2-6-1
新宿住友ビル33階
TEL.03-5323-8711／ FAX.03-5323-8714
https://www.heiwakinen.go.jp

【平和祈念展示資料館】
〒102-0074 東京都千代田区九段南1-5-13
ツカキスクエア九段下
TEL.03-3234-7821／ FAX.03-3234-7826
https://www.shokeikan.go.jp

【しょうけい館】

▲駅弁掛け紙
「国民精神総動員」と記された駅弁の掛
け紙。盛岡駅前の村井松月堂のもの。
昭和13年（1938）頃

▲昭和26年（1951)頃　©こうの史代

しょうけい館（戦傷病者史料館）
－岩手展－

しょうけい館（戦傷病者史料館）
－岩手展－

しょうけい館（戦傷病者史料館）は、戦傷病者とそのご家族が
戦中・戦後に体験したさまざまな労苦について知る機会を提供
する施設です。しょうけい館では、より多くの方に知っていた
だくために全国で企画展を開催しています。本展では、戦場で
けがを負った際に身に着けていた資料を中心に展示し、さまざま
な障害を乗り越えようとした人々の姿を紹介します。

▲県内の戦傷病者の方から
　寄贈された義手

▲銃弾が貫通したたばこケース

平和祈念展 in 盛岡
10のキーワードで読み解くシベリア抑留
平和祈念展 in 盛岡

10のキーワードで読み解くシベリア抑留
平和祈念展示資料館（東京・新宿）は、さきの大戦における兵士、
戦後強制抑留者、海外からの引揚者の労苦を広く知っていた
だくための施設です。本展では、過酷な抑留生活を物語る資料や
絵画を10のキーワード「戦闘・略奪・連行・酷寒・重労働・飢餓・
傷病・埋葬・教育・帰国」に沿って展示し、シベリア抑留に
ついて読み解きます。

▲岩手県出身の抑留体験者が
収容所で着用した作業ズボン

▲早田貫一《バーム鉄道建設》

【期間中のお問い合わせ先（午前10時～午後5時）】　080-2550-6067


